
■一B．　授業アンケートの基礎的分析

　　2004年度後期及び2005年度前期

1．本論の目的

　本節では、2004年度後期、及び、2005年度前期に実施された、京都大学工学部の授業アン

ケートの基礎的な集計結果を示す，

　2004年度後期に実施された授業アンケートは、『2004年度工学部授業アンケート（速報版）

　　平成16年度採択特色GP「相互研修型FDの組織化による教育改善」活動報告（2005）』

に、その基礎集計が示されているが、ここでは、2005年度前期の授業アンケート結果を追加

すると共に、成績データとの関連性の分析も含めて報告することにする，

　なお、成績データは、工学部の調査対象学生のもび）に限っており、成績との関連性について

は、工学部学生のみが対象となっている。工学部の授業アンケートは、前節で詳説しているよ

うに、2005年度前期から、2005年度入学の学生を中心に追跡調査していくこととしているが、

追跡を可能とするという意味では、成績データとマージ可能な工学部学生のデータに絞られて

いく二とになる、授業アンケートの対象科目の受講生は、工学部の学生に限られているわけで

はなく、以下では、そのような学生も含む回収データ全体の集計結果である場合と、成績デー

タとマージ可能であった工学部学生のみの結果とが混在していることに注意されたい。例えば、

成績データ等との関連性を示す統計指標の算出に利用されるデータは、成績データとのマージ

が可能なものに限られることから、自動的に工学部学生のみに対象データが絞られることにな

る．ただし、本授業アンケートは工学部を対象としたものであり、そのように工学部学生のみ

に対象が絞られたとしても、分析結果は概略全体の特徴を反映していると考えてよい。

2．分析の対象データ

2－1．2004年度後期

（a）対象科目

　対象科目は、2004年度後期に開講されている エ1学部3学科（地球工学科・建築学科・電気

電子工学科）関連のすべての「講義」科目とした，なお、各学科の専門科目の他に、全学共通

科目として実施されている専門基礎科目も含まれている、また、「演習」と名のつく科目であっ

ても、「講義」的な授業とみなされるものにっいては対象科目に含めた。その結果、当初、工学

部から指定された該当科目は、128科目となった。ただし、授業アンケートの実施の中で、い

くつかの科目は、例えば、同一教師が同名の講義を別時問で開催しているものなどがあって、

それを最終的には別科目として扱ったために、それを含めると当初対象科目は133科目とす

一40一



る二とができる．その内訳は、地球■1学科50科目、建築学科18科目、電気電子工学科28科

目、専門基礎36科目、共通科目1科目であった。

　当初対象とされた科目の内、授業アンケートを配布する以前に授業が終了してしまった科目、

協力が得られなかった科目など、13科目が未実施となったため、実際に授業アンケートを実

施した科目は120科目であった。内訳は、地球工学科47科目　（3科目未実施）、建築学科18

科目（未実施なし）、電気電子工学科21科目　（7科目未実施）、専門基礎34科目（2科目未実

施）、共通科目0科目（1科目未実施）であった，

　授業アンケートを実施した120科目に関して、その科目の属性、また、個々の項目や成績

等の受講工学部学生♂）平均値等を変数とするデータセットを構成して分析対象とする

（b）回答学生

　授業アンケートに回答した学生は、基本的に、対象となった科目び）アンケート実施授業時間

に出席していた学生である、 対象科目が工学部関連の科目であり、回答学生び）ほとんビは工学

部の学生であったが、他学部の学生の受講も認められているたど）、一部、工学部以外の学生も

回答していろ、

　授業アンケートには、 一人の学生が複数科日に対して回答する場台も少なくない、その場含、

異なる科目の回答考が同一であることは、マークシートに記載させた学生番号によって確認＋

ることができる ただし、学生番号♂）ミス記入の可能性もある二とから、同 ・学生である二と

を保証するために、成績データとマージ可能であった工学部学生のみを取り上げてみると、そ

の条件に適合した工学部学生は1、329人抽出された　そα）内訳は、地球工学科580人、建築

学科所属学生198ノ、、電気電子工学科所属学生406ノ＼、その他の E学部学科所属学生145、ノ1、

であった　また、今回対象となった工学部3学科に関しては学年の情報も得られてお匂　（他

学科学生については学年び）情報は得られていない）、その3学科の所属学生1、184ノ＼に関して

は、1回生366人、2回生342人、3回生341人（内10名は平成16年度編入学生）、4回生135

人（内3名は平成15年度編入学生、内47名は平成12年度～平成8年度入学学生）であった，

また、性別に関しては、マークシートにマークされた結果から、男子1，195人、女子127人

（欠損値7件）という分布であった、

（c）科目×学生データ　　マークシート単位のデータ

　授業アンケートの回答マークシートは、全データが白紙であるものを除き（未使用ゾ）マーク

シートが混入したものと思われる）、5，764件であった。マークシートには、各科目の情報が

あらかじめ印刷されており、科目の同定に関しては確度が高いことから、授業担当教員にフィ

ード・穆・クするためσ）基礎集計結果は、この5，764件のデータに基づいて算出された。

　なお、二び）うち、学生番号が未記入のものや、誤マークのもの、また、「1234567890」な

ど意図的に違う学生番号をマークしたものなど、学生番号が欠損値となるマークシートが5

％強含まれていた。そこで、対象科目等の工学部受講学生の成績データを参照し、マークシー

トに記載されている名前を活用するなどして、一部のデータについては、学生番号を修正入力

した、そのような対照する際に利用するために、マークシート用紙には氏名記入欄も設けてお

いたが、マージ不能であったデータのなかには名前も未記入のものもあり、学生番号記載に不
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備のあったすべてのデータについて学生番号を同定することはできなかったが、このデータ・

クリーニング作業によって、300件以上のデータを、成績データとマージさせることができた。

　なお、工学部から提供を受けた成績データは、対象科目の登録工学部学生の当該科目の成績

データ12，089件、工学部3学科全学生の2004年度後期の全成績データ23，192件である。両

者を合わせて、23，756件の成績データについて、学生番号、及び、科目コードをキーに、成

績データと授業アンケートのデータをマージしている。

　以hの手続きを踏んで、なおかつ、成績データとマージできないものとして、学生番号が不

備（学生番号の未記入・誤記入等で、かっ、記名欄に氏名が書かれていないなどの理由でクリ

ーニング不能）であったデータ、成績データが得られなかった工学部以外の学生ので一たなど

の可能性があり、それらはちょうど300件であった。

　一方、成績データとマージできた（学生番号が正しく判別できた）データは、5，464件であ

な）、その内訳は、表1に示すとおりである。基本的に、所属学科の提供科目に対する回答が多

くなっている他、当然のことながら、専門基礎科目は、1回生を中心（3学科773件）に各学

科にばらついている。また、今回対象としなかった工学部のその他の学科の学生で、授業アン

ケートに回答した学生は、1．12件／人という平均回答件数であることから、複数の科目に回答

している学生は少ないことがわかる。

　本報告では、成績データと授業データとの関連性を検討することが一つのねらいでもあり、

その場合は、マージ可能であった上記5，464件のデータが、マークシート単位、すなわち、「学

生×科陶単位σ）分析対象となるデータセットを構成することになる。

表1　科目の開講部局と所属学科別回答学生数（2004年度後期）

地球物理学科

　　580人

建築学科

　198人

電気電子学科

　405人

その他

145人

　計

1，329人

地球物理学科

　47科目
2，332件 1件 2件 7件

　2，342件

49．8件／科目

建築学科

18科目
0件 583件 0件 0件

　583件
32．4件／科目

電気電子学科

　21科目
0件 1件 1，274件 5件

　1，280件

61．0件／科目

専門基礎科目

　34科目
490件 147件 472件 150件

　1，259件

37．0件／科目

　計

120科目

2，823件

4．87件／人

　731件

3．69件／人

1，748件

4．32件／人

　162件

1．12件ノ人

　5、464件

45．5件／科目
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2－2．2005年度前期

（a）対象科目

　2005年度前期授業アンケートでは、当該学期に開講された、「1回生を対象」とした工学部

全学科（地球工学科・建築学科・物理工学科・電気電子工学科・工業化学科・情報学科）関連

の、講義、実験・実習・演習を含むすべての授業科目を対象科目とした。その結果、当初、工

学部から指定された該当科目は113科目であった。1回生を対象とした二とから、全学共通科

目B群科目として実施されている専門基礎科目が多くを占めることになった。

　授業アンケートの未実施科目は4科目（建築学科1科目、専門基礎科目3科目）に止まり、109

科目において授業アンケートが実施された。その内訳は、表2のとおりである。

　なお、専門基礎科目は、工学部の各学科学生が受講するように指定されているが、その内訳

は、地球工学科指定18科目、建築学科指定6科目、物理工学科指定16科目、電気電子工学

科指定7科目、工業化学科指定17科目、情報学科指定5科目、複数学科共通指定3科目、そ

の他に図学が4科目含まれている。

表2　授業アンケートの実施科目

地球工

学科

建築

学科

物理工

学科

電気電子

工学科

工業化

学科

情報

学科

専門

基礎

計

講義科目 1 1 2 1 4 3 61 73

実験・実習・演習 4 2 5 4 4 2 15 36

計 5 3 7 5 8 5 76 109

（b）回答学生

　2004年度後期と同様に、2005年度前期の援業アンケートに回答した学生も、対象となった

科目のアンケート実施授業時間に出席していた学生である，

　その内、授業アンケートに1科目でも回答し、かつ、成績データとマージが可能であった

工学部学生数は1、323人となっている、そび）回答学生に！）いてσ）内訳は、以下のとおりである．

　まず、学科別にみる と、地球工学科258人、建築学科110人、物理工学科337人、電気電

子工学科179人、化学工業学科315．A・、情報学科123人、そゾ）他、科目等覆修生が1友であ

った　また、2005年度はr学年」に関する情報を直接人手することができなかったが、学生

番号の中央の2桁に入学年度が示されているので、入学年度（編入学などがあるので学年と

必ずしも一対一対応はしない）をみてみると、平成17年度入学生は970人（73．3％）で、そ

σ）ほとんどが1回生であるはずである。ちなみに、平成16年度入学生256人、平成15年度

入学生53人、平成14年度以降の入学生44人であった。性別に関しては、マークシートに記

入されたものに基づくことになるが、男子1，216人、女子98人（欠損値9）で、男子学生が9

割を超える率となっている。
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（c）科目×学生データーマークシート単位のデータ

　授業アンケートの回答マークシートは、6，058件であった。このうち、学生番号が未記入の

ものや、誤マークのもの、また、「1234567890」など意図的に違う学生番号をマークしたも

のなど、学生番号が欠損値となるマークシートが、2004年度後期同様多少含まれていた。2005

年度前期は、授業アンケート実施要項に、学生番号の記入ミスがないように強調したこともあ

ってか、若干、誤記入は減っていた。

　なお、工学部から提供を受けた成績データは、対象科目の登録工学部学生び）当該科目の成績

データ8，834件、ユニ学部1回生の全学生の2005年度後期の全成績データ13，981件である。

両者を合わせて、15，683件の成績データについて、学生番号、及び、科目コードをキーに、

成績データと授業アンケート0）データをマージしている、その結果、学生番号が不備などの理

由で成績とマージできないデータ、成績データが得られなかった工学部以外の学生及び工学部

で当該科目に登録されていないと思われる学生のデータなど、386件のデータが、成績データ

とび）マージができなかった、成績データとマージできた（学生番号が正しく判別できた）デー

タは、5，672件であった、

　その内訳は、表3に示すとおりである。所属学科の提供科目の回答が多くなっている他、専

門基礎科目も同様に受講していることがわかる、また、1回生対象の授業であることから、学

生も1回生が中心であるが、回収されたマークシート単位にみると、1回生5，225件、2回生

325件、3回生67件、4回生55件となっている・

表3　科目の開講部局と所属学科別回答学生数（2005年度前期）

地球工学

258人

建　築

110人

物理工

337人

電気電子

179人

工業化学

315人

情　報

123人

科目履修

　1人

合　計

1，323人

地球工学科 339
339 O 0 0 0 0 0

5科目 ＜67．8＞

建築学科 55
0 55 0 0 0 0 0

3科目 ＜18．3＞

物理工学科 361
0 0 361 0 0 0 0

7科目 ＜51．6＞

電気電子工学科 367
0 0 1 366 0 0 O

5科目 ＜73，4＞

工業化学科 426
0 0 0 0 426 0 0

8科目 ＜53・3≧

情報学科 291
0 0 0 2 0 289 0

5科目 〈58．2＞

専門基礎科目 3，833

76科目
921 210 1，098 376 990 237 1

〈50．4＞

合　計 1，260 265 1，460 744 1，416 526 1 5，672
109科目 〈52．0＞

（4．9） （2．4） （4．3） （4．3） （4，5） （4．3） （1．0） （4，3）

（庄）下段の（　）内の数値は、一人当たりの回答数（下段合計を上段人数で除したもの）、また、

右列の＜　＞内σ）数値は、一科目あたりの回答者数／右列含計を左列科目数で除したもの）。
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3．工学部学生の評定項目の基礎集計

3－1．基礎集計結果

　表4～表6に、工学部の学生で、成績データとマージできたデータについての評定項目等に

関する基礎集計表を、2004年度後期、2005年度前期・講義科目、2005年度後期・実験棟科目

の順で掲げた。

　項目の平均値から、工学部の授業の全体的な特徴を浮き彫りにすることができる。例えば、

学生の学習状況にっいてみると、課題にはきちんと取り組むが、予習・復習の励行や、関連図

書を積極的に利用に関しては比較的低い平均値になっている．自学自習の習慣は概して学生に

身についていないと見ることができよう。

　2005年度前期には、講義科目と実験等科目で別のアンケートを行っているが、共通項目に

おいて平均値による比較が可能である。全般的に、自らが体を動かさざるを得ない実験等科目

の方が平均値が高い傾向にあることが窺えよう。

　なお、成績得点とあるのは、成績が点数でついている科目については、その得点をそび）まま

採用した。ただし、「0点」の場合は、未受験を表していることも少なくないので、点数は欠損

値扱いとした，また、相関係数を算出する際にできるだけ多くのデータを確保するための便宜

的方法として、成績が評定のみで付けられている場合には、例えば、「A」評定を88点、「B」

評定を75点、「C」評定を65点、その他、不合格者等を40点などと換算した。その他では、

「P　lを80点などとしている．逆に、成績評定は、90点以上を「＠」、80～90点を「A」、70

～80点を「B」、60～70点を「C」、その他、不合格や未受検者はすべて「D」とすることにし

た、

3－2．成績との関連性

　成績との関連にっいては、表7～9に、相関係数と、各評定段階ごとの項目平均値を示すこ

とによって見ることができる。

　全般的には、成績が高いほど、項目の評定値が若干高くなっているが、相関係数は大きな値

（±1に近いほど関連性が大きく、一の場合は一方が大きくなると他方が小さくなる負の関係に

あることが示唆される）とはなっていない．一方、成績段階ごとの評定平均値は、項目によっ

て、直線的な変化が見られる項目もあり、成績が高いほど評定平均が高いという傾向が若干見

られると言ってよいであろう。

　二のように、授業アンケートの評定項目の統計量は、他のデータと付き合わせていくことで、

授業の特徴がイメージできたり、改善へのヒントを導き出すことも可能であるので、さらに分

析を深めると共に、統計指標の解釈に慣れていくことも肝要であろう・
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表4　工学部学生（N＝5，464）を対象とする

評定項目等に関する基礎集計（2004年度後期）

有効　　　　標準

回答数平均値偏差
9割上　7～9　5～7　3～5　3割下
　5％　　4％　　3％　　2％　　1％

出席率

性　別

年　齢

成績（得点〉

　　　　（評定）

5313　　　4，32　　1．08

5365　　　1，11　　0，31

5285　　20，62　　1，47

5189　　74．63　18．08

5464

62．5　　19．6　　9．4　　4．6　　4、0

　（女子の割合　10、6％）

＠％　A％　B％　C％　D・X％

21．7　　21．3　　20．1　　19．7　　17．1

有効　　　　標準

回答数平均値偏差

あてはまる←一あてはまらない

　4％　　3％　　2％　　1％

①自分自身の学習状況等について

（1）シラバスを参考にした

（2）授業の予復習をするように努めた

（3）授業中は授業に集中していた

（4）与えられた課題にきちんと取り組んだ

（5）関連ある図書などを積極的に読んだ

（6）疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした

（7）教師に疑問点などを積極的に質問するように努めた

②授業の内容・方法等について

（8〉授業は理解できた

（9）授業の目的が示されていた

（10）どこが重要なポイントであるかがよくわかった

（11）学生自身に考えさせる工夫がなされていた

（12〉授業中に学生の質問・発言などを促してくれた

（13）学生が提出した課題や疑問に対し適切な応答がなされた

（14〉内容に関する興味を高めるための配慮があった

（15）板書や視聴覚機器の文字・図表は見やすかった

（16）教科書・参考書、プリントなどが学習の助けになった

（17）授業内容は体系的に整理されていた

（18）教師の授業に対する熱意を感じた

（19）授業はノートをとりやすかった

（20）成績評価の方法や基準等が明らかにされていた

！21）クラスサイズ（受講者数）は適切だった

（22）教室環境に問題はなかった

③授業全体を通して得られた成果等について

（23）授業に参加しているという感覚がもてた

（24）カリキュラムの中での位置づけがよくわかる授業だった

（25）自分が専攻したい領域にとって重要な内容だった

（26）自分の将来の進路に役に立つと思った

（27）授業にわくわくするような感覚をもったことがあった

（28）今後の学習のために必要な学力が身に付いたと思う

（29）この授業の関連分野に興味や関心が深まった

（30）総合的にみて、自分にとって意味のある授業だった

5447　　　2．25

5451　　　2、14

5446　291
5434　　　2、94

5446　214

5449　243
5450　　　1．86

1．03　　　　13．9　　26，7　　30　0　　29，4

0．88　　　6．9　259　41．6　25，6

0．84　　　　25．0　　46．2　　23．2　　　5．7

0，95　　　　33．2　　37．1　　20．7　　　9．0

0　92　　　　8　6　　24．9　　38．9　　27．6

0．98　　　　15．0　　33．2　　31．1　　20．7

0．88　　　　5．9　　15、5　　37、9　　40．8

5446　　　2．79　　0．78　　　　15．7　　53，7

5444　　　2、98　　0．79　　　　25，6　　50，6

5443　　　2，85　　0　83　　　　21　9　　46．7

5438　　　2　76　　0　87　　　　21　3　　40．3

5435　　　2　37　　0　92　　　　13　2　　28．5

5407　　　2　70　　0　88　　　　19，5　　40．5

5436　　　2，72　　0，85　　　　18，5　　43．3

5436　　　2　92　　0　90　　　　29．2　　41．4

5436　　　3　06　　0　88　　　　35．8　　41．2

5440　　　3　03　　0　80　　　　29、5　　47．8

5442　　　3　00　　0．81　　　28．0　　48．6

5441　　　2　59　　0　98　　　　20　6　　32　5

5435　　　2　85　　0　87　　　　24　7　　41　9

5435　　　3．13　　0　83　　　　36．3　　45　2

5443　　　3　08　　0．88　　　　36　2　　42　2

5432

5433

5433

5429

5429

5432

5429

5422

277

2、84

2、81

284

2，55

2．67

2．74

2．96

0．83

0．79

0．85

0、83

089

0．81

0．85

0、80

195

20．0

218

22、0

155

14．1

18．6

26．0

448

488

43．0

45、2

36．2

45．8

446

48，7

24，5　6、1

19．7　41

25．6　5．7

31．0　7、3

40．5　　17．8

30．8　9．2

30．3　7．8

22．1　7．4

16．5　6．5

18、7　4．0

18．9　4．5

31フ　152

268　66

134　50

150　67

29、2

265

29、1

273

36、2

32．7

29，1

21．1

65
4，7

6．1

5、5

12．0

7．3

7．7

4．2
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　　　表5　工学部学生（N＝3，915）を対象とする

講義科目評定項目等に関する基礎集計（2005年度前期）

有効　　　　標準　100％　9～　　7～9　5～7　5割下

回答数平均値偏差　　5％　4％　3％　2％　1％

出席率

性　別

年　齢

成　績　（得点）

　　　　（評定）

3823　　　4，21　　1，11

3778　　　1．08　　0，27

3822　　18．81　　0．96

3877　　74．63　16，77

3915

55．7　　23．6　　11　2　　　5　0　　　4．4

　（女子の割合、7．9％）

＠％　A％　B％　C％　D・X％

18，3　26．8　23．4　19．3　12．2

有効　　　　標準

回答数平均値偏差
あてはまる←→あてはまらない

　4％　　3％　　2％　　1％

①自分自身の学習状況等について

（1）シラバスを参考にした

（2）授業の予復習をするように努めた

（3）授業中は：授業に集中していた

（4）与えられた課題にきちんと取り組んだ

（5）関連ある文献などを積極的に読んだ

（6）疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした

（7）教員に疑問点などを積極的に質問するように努めた

②授業の内容・方法等について

（8）授業は理解できた

（9）授業の目的が示されていた

（10）どこが重要なポイントであるかがよくわかった

（ll）学生自身に考えさせる工夫がなされていた

（12）授業中に学生の質問・発言などを促してくれた

（13）学生が提出した課題や疑問に対し適切な応答がなされた

（14）内容に関する興味を高めるための配慮があった

（15）教科書・参考書、ブリントなどが学習の助けになった

（16）教師の授業に対する熱意を感じた

（1フ）成績評価の方法や基準等が明らかにされていた

（18）クラスサイズ（受講者数）は適切だった

（19）教室環境に問題はなかった

（20）板書や視聴覚機器の文字・図表は見やすかった

（21）授業内容は体系的に整理されていた

（22）授業はノートをとりやすかった

③授業全体を通して得られた成果等について

（23）授業に参加しているという感覚がもてた

（24）カリキュラムの中での位置づけがよくわかる授業だった

（25）自分が専攻したい領域にとって重要な内容だった

（26）自分の将来の進路に役に立つと思った

（27）授業にわくわくするような感覚をもったことがあった

3905　2．00100　　9、321，9

3902　　2，15　0、90　　　 66　29．2

3901　　2．74　　0．86　　　　19．1　　44　5

3897　　　3　06　　0　92　　　37，8　　37．9

3894　　　2．02　　0．92　　　　7．1　　21，6

3903　　　2．64　　0．98　　　20，5　　38．4

3901　　1．83　　0、86　　　　4，4　　16．6

3908　　　2、65　　0．82　　　　12　5　　48、8

3904　　　2、75　　0，85　　　　18　0　　46．9

3904　　　2．68　　0．86　　　　16．9　　43　6

3895　　　2．65　　0、87　　　　17　0　　40　4

3896　　　2，23　　0　92　　　　10、1　　26、1

3894　　　2．58　　0．93　　　　17　2　　37．8

3894　　　2．42　　0，86　　　　10．3　　35，6

3897　　　2、83　　0　95　　　　26、5　　41　1

3897　　　2．85　　0．84　　　　22、4　　46、6

3903　　　2．67　　0．91　　　　19、9　　37　7

3902　　　3，04　　0，86　　　　32、9　　44，8

3897　　　3．02　　0．90　　　　34　1　　41．1

3898　　　2　77　　0、94　　　　24　3　　39．0

3898　　　2　84　　0　85　　　　22．3　　46．6

3899　　　2　47　　0　99　　　　1フ、6　　31　1

3870

3869

3868

3869

3869

（28）今後の学習のために必要な知識や技能が身に付いたと思う3868

（29）この授業の関連分野に興味や関心が深まった　　　　　　3869

（30）総合的にみて、自分にとって意味のある授業だった　　　3867

2、61

2、69

291

282

243

2．66

2．56

2．86

0，86

0．84

0，88

0．89

0．93

0．87

0．89

0．86

14．8

166

2フ8

24，3

14，1

16．2

15．2

23．9

41，6

43，9

42．0

41．4

31．7

43．7

37．9

45．9

28，0　　40．8

36．4　　27、8

2フ，9　85

16．8　7．5

37、4　　33．8

25，4　15．7

37．2　　41．9

29．3　9．3

26，9　8．3

304　91
33、4　9，2

40．6　　23、3

31．3　　13、8

39．9　蓄4，2

21、2　112

24、2　6．8

31、9　10、4

15、8　6、4

17．6　フ，2

26、1　106

23．7　74

324　189

33．7

31．6

23、6

26．3

36．8

30．0

34．6

22．8

10．0

80
6．6

8．0

17．3

10，1

12．3

74
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　　　　　　　表6　工学部学生（N＝1，757）を対象とする

実験・実習・演習科目評定項目等に関する基礎集計（2005年度前期）

有効　　　　標準

回答数平均値偏差

100％　9～　　7～9　5～7　5割下

　5％　　4％　　3％　　2％　　1序1

　
　
　
点
定

　
　
　
目
マ
平

　
　
　
そ
麸
口

率
別
齢
績

席

出
性
年
成

1713

1709

1712

口48

1757

4，65　　0，70

1．07　　0．25

18．73　　0．85

78，71　12　17

74．8　　17．4　　　5．8　　　1．6　　　0．4

（女子の割合．7，0％）

＠％　A％　B％　C％　D・X脇

15，8　20．9　16，4　 9，2　3フ7

有効　　　　標準

回答数平均値偏差

あてはまる一→あてはまらない

　4％　　3％　　2％　　1％

①自分自身の学習状況等について

（1〉シラバスを参考にした　　　　　　　　　　　　　　　1751

（2）授業の予復習をするように努めた　　　　　　　　　　　　1750

（3）この授業の課題をこなすために他の授業がおろそかになった1747

（4）課題に積極的に取り組んだ　　　　　　　　　　　　　　1752

（5）関連ある文献などを積極的に読んだ　　　　　　　　　　　1751

（6）疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした　　　　　　　1752

（7）教員やTAに疑問点などを積極的に質問するように努めた　1752

②授業の内容・方法等について

（8）授業は理解できた

（9）授業の目的が示されていた

（10）どこが重要なポイントであるかがよくわかった

（1D学生自身に考えさせる工夫がなされていた

（12）質問・発言などがしやすかった

（13〉学生が提出した課題や疑問に対し適切な応答がなされた

（14）内容に関する興味を高めるための配慮があった

（15）ブリント、教科書・参考書などが学習の助けになった

（16）教員やTAの授業に対する熱意を感じた

（17）成績評価の方法や基準等が明らかにされていた

（18〉クラスサイズ（受講者数）やグループサイズは適切だった

（19）教室環境に問題はなかった

（20〉利用する設備や機器は使いやすかった

（21）教員やTAによる助言が適切に行われた

（22）レボートやフレゼンテーションの指導が十分なされていた

③授業全体を通して得られた成果等について

（23）授業に参加しているという感覚がもてた

（24）レポートやプレゼンテーションの力が身についた

（25）自分の専門分野のイメージがつかめた

（26）自分の将来の進路がいっそう明確になった

（27）授業にわくわくするような感覚をもったことがあった

（28）課題に粘り強く取り組む態度が身についた

（29）この授業の関連分野に興味や関心が深まった

（30）総合的にみて、自分にとって意味のある授業だった

2　01　　1．03　　　　10．2　　22．7　　24．6

2　40　　1　00　　　　14　5　　34．3　　27．8

2、16　 1．05　　　144　21．3　30．0

3、26　　0．79　　　　43．8　　42．1　　10．4

1、92　　0．92　　　　6，8　　18．8　　34．3

3　08　　0　93　　　　38，8　　39，4　　13．2

272　1．00　　26．2　336　26．3

1754　 3、00　0．81　　27．4　50、9

1フ54　　　3．11　　0、83　　　35、7　　43．8

1750　　　2、90　　0．83　　　24．5　　46　6

1753　　　3．11　　0．82　　　　35．4　　45．0

1753　 291　0．91　　29．7　39，4

1751　　　2　92　　0　89　　　　28、0　　44、0

1フ47　　　2　54　　0、84　　　　12．3　　39．4

1752　　　3．06　　0、93　　　　37、9　　38．1

1752　　　2　84　　0．81　　　20．7　　48．9

1750　　　2．71　　0　94　　　21　9　　38　4

1752　　　3，32　　0．75　　　　46．3　　41．9

1フ51　　　3　26　　0、82　　　　45　9　　38．5

1749　　　2．95　　0，85　　　　28．0　　44．6

1748　　308　079　　31．4　49．2

1747　　　2　76　　0　87　　　　19　7　　45、0

1745

1741

1742

1739

1738

1741

1742

1743

3，39

2．73

2．36

209

2．63

2．87

265

3、“

0、77

097

0．92

0、87

0．93

0．84

0．88

0．82

53，4

23．7

11．9

74

18．4

22．9

164

34．1

34、6

38．6

30．8

20．4

40，2

46．9

43．2

47，4

42．5

235

34．3

3．7

401

8．6

13．9

164　5．4

160　4，5
23．4　5．5

149　4．7
23．6　7，4

20．3　7．7

38，0　104

15．7　8，3

24、6　58
28，1　　11．5

9．0　2，8

11．5　4、1

218　5．5

15．1　43
26、3　8．9

9、3

24，5

38．3

45．7

280

23．9

29．4

13．4

2．8

13．2

18．9

265

13．5

6．3

110

5．1
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表7　工学部学生（N＝5，464）を対象とする

評定項目と成績との関連性（2004年度後期）

　　　　得点と

平均値　の相関

　成績評定ごとの項目平均

＠　　　A　　　B　　　C　　D　X

　度　数

　成績得点

　出席率

①自分自身の学習状況等について

（Dシラバスを参考にした

（2）授業の予復習をするように努めた

（3）授業中は授業に集中していた

（4）与えられた課題にきちんと取り組んだ

（5）関連ある図書などを積極的に読んだ

（6〉疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした

（7）教師に疑問点などを積極的に質問するように努めた

②授業の内容・方法等にっいて

（8〉授業は理解できた

（9）授業の目的が示されていた

（10）どこが重要なポイントであるかがよくわかった

（11）学生自身に考えさせる工夫がなされていた

（12）授業中に学生の質問・発言などを促してくれた

（13〉学生が提出した課題や疑問に対し適切な応答がなされた

（14）内容に関する興味を高めるための配慮があった

（15）板書や視聴覚機器の文字・図表は見やすかった

（16）教科書・参考書、プリントなどが学習の助けになった

（17）授業内容は体系的に整理されていた

（18）教師の授業に対する熱意を感じた

（19）授業はノートをとりやすかった

（20）成績評価の方法や基準等が明らかにされていた

（21）クラスサイズ（受講者数）は適切だった

（22〉教室環境に問題はなかった

③授業全体を通して得られた成果等について

（23）授業に参加しているという感覚がもてた

（24）カリキュラムの中での位置づけがよくわかる授業だった

（25）自分が専攻したい領域にとって重要な内容だった

（26）自分の将来の進路に役に立つと思った

（27）授業にわくわ〈するような感覚をもったことがあった

（28〉今後の学習のために必要な学力が身に付いたと思う

（29）この授業の関連分野に興味や関心が深まった

（30〉総合的にみて、自分にとって意味のある授業だった

74．63　　　1、000

4．32　　　0．126

1188　　　1165　　　1099　　　1076　　　　936

95．88　　83，88　　74．20　　63．54　　38．92

4．45　　　4．50　　　4．38　　　4．28　　　3，91

2．25　　0．008　　2，29　　2．28　　2，22

2．14　　　0．i12　　　2、30　　　2、19　　　2、15

2．91　　0．116　　3．09　　2．93　　2．91

2．94　　　0．169　　　3，09　　　3．12　　　3　02

2．14　　0．091　　2．28　　2、16　　2．18

2　43　　　0．127　　　2，61　　　2、48　　　2．46

i　86　　　0、130　　　2．08　　　1，88　　　了　86

2．79　　0．180　　2　97　　2、89　　2　81

2，98　　　0、118　　　3．11　　　3、04　　　2，98

2．85　　　0，100　　2，93　　2．94　　2．88

2．76　　　0．121　　　2．89　　　2、82　　　2．78

2　37　　0，141　　2．59　　2．43　　2．34

2．70　　0．09フ　　　2．83　　　2、76　　　2．67

2．72　　　0，117　　　2．90　　　2．77　　　2．70

2，92　　　0．058　　　3　00　　　2　95　　　2，91

3．06　　　0，041　　　3、05　　　3．15　　　3．07

3．03　　　0．060　　　3，07　　　3，08　　　3．04

3．00　　　0　056　　　3、07　　　3．03　　　2．98

2．59　　　0．046　　　2　64　　　2、64　　　2，56

2　85　　　0、094　　　2．95　　　2．92　　　2．82

3．13　　0、065　　3．21　　3．19　　3．11

3．08　　　0、042　　　3　15　　　3　08　　　3　07

2．77

2，84

2．81

2．84

2．55

2．67

2フ4

2．96

0144

0．093

0，102

0．120

0．145

0．122

0．141

0．147

2．96

2．9フ

2．97

3．00

277

2．78

2．92

3．13

2．81

2，89

2，86

290

2．61

2．77

2．82

3，07

2、81

2．81

2．77

2．83

2，53

2．67

2．70

2、96

2．21　　　2，25

2，11　　　可、90

2．85　　　2、71

2．88　　　2，53

2．12　　　1．95

2．34　　　2．17

1．80　165

2．73　　　2、48

2．93　280

2、78　　　2．67

2．73　　　2．52

2．29　　　2、15

2，70　　2．50

2．64　　　2．57

2、90　　　2．83

3．08　　2、93

3．03　　　2．89

3．01　　　2．88

2．59　245

2．80　271

309　3．02

3．06　　　3，00

2．69

2．81

2．フ4

2．75

2．43

2，63

2、65

2．88

2．55

2フ0

2、64

2．66

2、37

2．44

2．56

2．73
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　　　表8　工学部学生（N＝3，915）を対象とする

講義科目評定項目等に関する基礎集計（2005年度前期）

　　　　得点と

平均値　の相関

　成績評定ごとの項目平均

＠ABCD・X度　数

成績得点

出席率

①自分自身の学習状況等について

（Dシラバスを参考にした

（2）授業の予復習をするように努めた

・3）授業中は授業に集中していた

〆4）与えられた課題にきちんと取り組んだ

（5）関連ある文献などを積極的に読んだ

　6）疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした

　7）教員に疑問点などを積極的に質問するように努めた

②授業の内容・方法等について

（8）授業は理解できた

（9）授業の目的が示されていた

qO〉どこが重要なホイントであるかがよくわかった

（11）学生自身に考えさせる工夫がなされていた

（12）授業中に学生の質問・発言などを促してくれた

q3）学生が提出した課題や疑問に対し適切な応答がなされた

（14）内容に関する興味を高めるための配慮があった

（15）教科書・参考書、ブリントなどが学習の助けになった

（16）教師の授業に対する熱意を感じた

（17）成績評価の方法や基準等が明らかにされていた

（18）クラスサイズ（受講者数）は適切だった

（19）教室環境に問題はなかった

（20）板書や視聴覚機器の文字・図表は見やすかった

（21）授業内容は体系的に整理されていた

（22）授業はノートをとりやすかった

③授業全体を通して得られた成果等について

（23）授業に参加しているという感覚がもてた

（24）カリキュラムの中での位置づけがよくわかる授業だった

（25）自分が専攻したい領域にとって重要な内容だった

（26）自分の将来の進路に役に立つと思った

（27）授業にわくわくするような感覚をもったことがあった

78，71　1000

4，65　　0　316

200　0020
2、15　0118

274　0110
306　0313
202　0093
264　0066
183　0105

　715　　　1051　　　916　　　　756　　　　47フ

94　00　　84．50　　74　30　　63，66　　39　02

4、62　　　4．42　　　4　26　　　3，92　　　3　49

1．96　　　2　08　　　1，96　　　1　98　　　1　97

2．32　　　2．17　　　2　15　　　2．05　　　1　99

2．87　2、7フ　2，77　266　2、57

3．38　　　3　26　　　3　07　　　2　83　　　2　48

2、12　　2．09　　1　99　　1、93　　1　90

2．69　　　2　63　　　2　73　　　2　59　　　2　46

1．96　　　1．87　　　1　81　　　1　81　　　1，66

2、65　　　0　199　　　2、91　　　2　70　　　2、63

2　75　　　0　129　　　2．90　　　2　79　　　2　76

2　68　　　0　143　　　2　90　　　2　70　　　2．68

2　65　　　0　047　　　2。70　　　2，62　　　2　70

2，23　　　0、023　　　2．22　　　2．25　　　2　23

2、58　　　0．020　　　2．60　　　2、53　　　2　65

2、42　　　0．117　　　2．52　　　2．51　　　2，42

283　0．054　2．86　2，85　2，88

2、85　　　0，066　　　2．90　　　2　86　　　2．85

267　0018　2，62　270　2．69
3、04　　　0　034　　　2　97　　　3，13　　　3．05

302　0，030　3．02　3，05　3．02

2、77　0065　2．87　2．76　2．80

2、84　　　0．048　　　2．94　　　2．81　　　2　85

2．47　　　0　060　　　2　59　　　2．45　　　2．48

2．61

2．69

2．91

282

2、43

（28）今後の学習のために必要な知識や技能が身に付いたと思う2．66

（29）この授業の関連分野に興味や関心が深まった　　　　　　2．56

（30）総合的にみて、自分にとって意味のある授業だった　　　2、86

0145

0．122

0．135

0．173

0．175

0．170

0．201

0，212

2．77

2．87

3．14

3．07

2．67

2．90

2、84

314

2，66

270

2．94

2．88

2，52

2．68

2，65

2．93

2．63

2．70

2．91

2．85

2．39

2．68

2．54

2．86

2．53　235

261　259
2．60　　　2．46

268　253
224　2，18

2．62　251

2、31　226

2．76　274

2．84　　　2．72

2，70　　2．60

3、03　　　2．97

3、02　296

2．75　　　2．62

2．81　　　2，78

2、43　　　2，40

2．52

2、59

2．75

2．64

2．25

2．53

2，35

2．70

2．37

2，54

2，74

2．56

2．21

2．43

2．31

2．55
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個人情報取扱業務に関する覚書

株式会社ジイズスタッフ（以下「甲」という）と京都大学高等教育研究開発推進センター（以下「乙」

という）は、乙が個人情報を含む業務を甲に委託することに伴い、当該個人情報の取扱に関して以下

のとおり合意する。

第1条（定義）

　本覚書における用語の意義は、次の各号の定めによる。

　1）個人情報
　　個人に関する情報であって、当該情報に含まれる氏名、生年月日、その他の記述、

　　又は個人別に付された番号、記号、その他の符号、画像、若しくは音声により、

　　　当該個人を識別できるもの。（当該情報のみでは識別できないが、他の情報と容易に

　　照合することができ、それにより当該個人を識別できるものを含む。）

　　但し、対象とする個人情報は、その全部または一部が電子計算機、光学式情報処理

　　装置等の自動処理システムにより処理されているもの、及び、自動処理システムに
　　　よる処理を行うことを目的として書面等により処理されているものも含む。

2）情報主体

　一定の情報によって識別される、又は識別され得る個人

3）利用

　事業者が当該事業者内で個人情報を処理すること。

4）提供

　　事業者が当該事業者外のものに自ら保有する個人情報を利用可能にすること。

5）預託

　事業者が当該事業者外のものに情報処理を委託するなどのために自ら保有する個人情報

　を預けること。

第2条（個人情報に関する秘密保持）

　1．甲は、乙の書面による事前の承諾なしに、本覚書に関連して乙から預託、提供された一

　　切の個人情報を第三者に預託、提供してはならない。

2．甲は、乙から預託、提供された個人情報を乙の許諾した範囲内で使用するとともに、

　乙の書面による事前の承諾なしに、個人情報を複写、修正または変更してはならない，

3．甲は、個人情報取扱業務に関する管理責任者を定め、個人情報の授受及び管理は管理責

　任者のもとで実施するとと能）に、対象業務に従事する担当者に対して個人情報保護を遵

　守させなければならない。
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資料1

4，甲は、乙から預託、提供された個人情報を含む資料等を社外に持ち出さず、厳正に管理しなけ

　ればならない。

5．甲は、乙から預託、提供された個人情報を含む資料等を損傷しないよう、善良な管理者の注意

　を払わなければならない。

第3条（個人情報取扱業務再委託に関する事項）

　1．甲は、乙の書面による事前の承諾なしに、個人情報取扱業務を第三者に再委託してはな

　　　らない。

　2．甲は、前項に基づき、乙の承諾を得て対象業務を第三者に再委託する場合、当該第三者

　　に対しても本覚書の個人情報保護に関する各事項を遵守させるものとする。

第4条（賠償責任）

　甲は、第2条5項の注意義務を怠り、乙から預託を受けた資料等を損傷、又は紛失したとき、また、

　個人情報を漏洩したときには、賠償する責を負うものとする。

第5条（業務終了時の個人情報の返却及び消去）

　個人情報取扱業務が終了したとき、業務遂行上不要となったとき、又は乙が返却を求めたときには、

　甲は、乙から甲に預託並びに提供した個人情報を複写も含めて直ちに返却又は消去しなければなら

　ない．なお、消去の場合にはその方法について甲は乙の了承を得るとともに消去結果について甲は

　乙に報告しなければならない。

本覚書締結の証として本書2通を作成し、甲乙双方調印の上各自1通保有する。

平成 年 月 日

（甲）東京都豊島区高田3－16－9　小倉ビル3F

　　株式会社ジイズスタッフ

　　代表取締役　玉　川　　陽　介

（乙）
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平成17年6月

各 位

京都大学高等教育研究開発推進センター

　　　　　センター長　　丸山　正樹

京都大学工学部

　　　　　　　学部長　　荒木　光彦

「授業アンケート」実施ご協力のお願い

　昨年度、「特色ある大学教育支援プログラム」に本学高等教育研究開発推進セン

ターの取組「相互研修型FDの組織化による教育改善」（申請者：田中毎実）が採択さ

れました。この取組では、工学部の教育改善を工学部とセンターが連携して進めてい

くことが柱の一っとなっており、その具体的な方法として、「授業アンケート」を実

施し、それを授業改善・カリキュラム改善に生かしていくことが計画されています．

　昨年度後期は、まず、地球工学科、建築学科、電気電子工学科の3学科の講義科目

について実施いたしましたが、今年度よりあらたに、工学部学生向けの授業（講義、

実験・実習、演習び）すべて）について、平成17年度入学生を対象に学年進行で4年間

実施していくことが、工学部新工学教育フログラム実施検討委員会において決定され

ました。

　この「授業アンケート」は、教員にとっては授業をふり返る道具であり、学生に

とっては自分たちの学習をふり返る手段となることを意図して作られたものです。教

員の教育力を評価したり管理したりするものではありません。

　工学部の学士課程教育全体にわたる授業改善・カリキュラム改善を進めていくため

には、専門科目だけでなく、専門基礎科目においても、二のようなアンケートを実施

する二とが不可欠であると考えております。

具体的な実施案は下記の通りです。

実施対象：工学部　新1回生を主たる対象とする　専門科目、及び、専門基礎科目

　（実験・実習・演習などを含みます。）

アンケート項目：添付資料をご参照ください。

・実施日：授業の最終回（無理な場合は、その前の回にお願い致します。）

・所要時間：10～15分

・結果のフィードバック：学生の氏名が特定できない形で、結果をお返しします

　（キーワード、自由記述欄を含む。）

・結果の公表：統計結果を公表する際は、授業者が特定できないように致します。

　何卒このアンケートの趣旨をご理解くださり、アンケートの実施にご協力ください

ますようお願い申し上げます。

　なお、ご質問・ご意見等がございましたら、高等教育研究開発推進センター大塚雄

作教授（otsuka＠hedu，mbox．media．kyoto－u．ac．lp、753－9368）、あるいは、松下佳代教

授（kmatsu＠hedu．mbox．media．kyoto－u．ac．jp、753－3085）までお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上
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資料3－1

工学部授業アンケート（講義）

科目名「

1

1

曜日・時限

〕

氏名1

！二覧ゴ・ユ註ミ㌧Y

　　　　一　疋

看弓 学 生　番　　号 年齢 性別

記 ・rllLド旧L 」二，玉、 笠 1、一－、 なお、r，㌧抜自

入
ぱ「1、1一』〒出 玩こ j卜・馬ほヒ、

上
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τ7』廓，・プ1『、～7　　　　　イ㌧ 『一 212 z 21
1 1 11日1 1：111 1

i
　
　
　
　 21屯一 一

∠ 2
i　　レ

～：2

1　男

2　女
の 、こ争響眉毒r二冒、 切あリシ鎧

，

ヨ　　3 ∋ 3i3 3β 3　3 3　 ・）

注 F三．H　2i一「 ’。泌－央・ マ＼／戸14嘆 て、一 （41414・ 4 4i4：燐’4i414 4　・4

音
’
鵯
レ 、

4．口τ、一一I 一駈 こギ，な　セ r珂し1
　β　一　甲　　　　　与　　　　　　一　　　　　〆　　　r
　、　　一　　r　　 　　　

『rLl口「
』ら 6 ら

5 5 5 5 51・5一・5F5 5 　r

　　　り l’6 61・6「己…6 6
5　「5

616
7 71717 7 ア

，
ア ア　7　7 ア　 7

記 3 ・Sl8 を 818；8・IR 8 ・8 3：3
入 良い列　・一　　　聖1㌧利　V　　・ 『

J　 9　 9　
ジ9 glg g 9 9 り19

例 0 010’o O oiOIO： ）　O r〕　lo

■今学期の本授業（講義・実験・演習等）に

　あなたはどの程度出席しましたか。

5

10割

・4　　　　　　3，　　　　　〆2　　　　　　1・

9割以上　　　　9～7割　　　　7～5割　　　　5割未満

■今学期の本授業の学習を振り返ってみて、以下のそれぞれの項目について、あなた自身はどの程度

　あてはまると思いますか。4段階で評定して該当する欄にマークしてください。

①自分自身の学習状況等について
　叫　　　　　　　　3　　　　　　　　2　　　　　　　　1
あてはまる　　　ややあてはまるiあ劃あてはま旗い1あてはまらない

（1）シラバスを参考にした （4〉　　　Φ　　　　（2～』　　　Φ㌧

（2）授業の予復習をするように努めた 「4．　　　　　　　　　　　　　〔3）　　　　　　　　　　　　　〔2〕　　　　　　　　　　　　　「1　、

（3）授業中は授業に集中していた （4｝　　　　［Φ　　　　　（2）　　　　（｝ジ

（4）与えられた課題にきちんと取り組んだ ・4’　　　　　　　　　　　　　〆3／　　　　　　　　　　　　　　2　 　　　　　　　　　　　　　「1　、

（5）関連ある文献などを積極的に読んだ （4ン　ず　　　　　　　　　　⊂3）　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　（1⊇

（6）疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした ・4．　　　　　　　　　　　　L3　　　　　　　　　　　　r2　　　　　　　　　　　　　　1

（7〉』教員に疑問点などを積極的に質問するように努めた （4）　　　　　　　　　　　k3）　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　（下｝

2，1授業の内容・方法等について 　4
あてはまる

　　3　　　　　　2　　　　　　、
iや糖てはまるiあまりあてはまらない降てはまらない

（8）授業は理解できた

（9）授業の目的が示されていた
（10）どこが重要なポイントであるかがよくわかった

（11〉学生自身に考えさせる工夫がなされていた

G2）授業中に学生の質問・発言などを促してくれた

（13）学生が提出した課題や疑問に対し適切な応答がなされた

（14）内容に関する興味を高めるための配慮があった

q5）教科書・参考書、プリントなどか学習の助けになった
（16〉教員の授業に対する熱意を感じた

（17）成績評価の方法や基準等が明らかにされていた

（18）クラスサイズ（受講者数〉は適切だった

q9）教室環境に問題はなかった
（20）板書や視聴覚機器の文字・図表は見やすかった

（21）授業内容は体系的に整理されていた

（22）授業はノートをとりやすかった

4
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．
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裏面に続きます↓
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資料3－1

■アンケートの目的と利用

　この授業アンケートの実施は、京都大学高等教育研究開発推進センター（以下、センター）が支援しています。

センターは、大学教育に関わる研究に基づいて、京都大学の教育活動を支援・促進するためのさまざまな活動・取組

を行っています。

　本アンケートは、その一環として、皆さんにこの授業の学習を振り返っていただくことを通して、授業やカリキュ

ラムの改善に生かしていくためのものです。氏名、学生番号を記入していただくのは、他の授業アンケートや成績等

との関連性の分析のためです。

　アンケートの回答は、クラスごとの回収封筒に直接入れていただき、封をしてセンターに送付された後は、コン

ピュータ処理により統計的に分析するなど、個人名が表出することは決してありません。授業担当の教員には成績

評価完了後に、個人名等の情報は除かれて、自由記述回答も含めて、コンピュータ出力された結果がセンターから

フィードバックされますので、回答内容が個人の成績評価等に影響を及ぼすことも一切ありません。

また、この学習の振り返りは、皆さんご自身の学びを深める機会としても位置づけています。

以上の趣旨をふまえて、皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京都大学高等教育研究開発推進センター）

③ 授業全体を通して得られた成果等について 　4
あてはまる

3　　　　　　　　2
ややあてはま剤あまりあてはまらない：あて臆らない

1

（23） 授業に参加しているという感覚がもてた （4〕 〔3） 《2） （1〉

（24） カリキュラムの中での位置づけがよくわかる授業だった 4・ 驚 2・ レ

（25） 自分が専攻したい領域にとって重要な内容だった 「4） 13） （2） （P

（26） 自分の将来の進路に役に立つと思った 4 ・3 し2． 「1・

（2ア）授業にわくわくするような感覚をもったことがあった （4〕 ぐ3） し2）『 q）

／28） 今後の学習のために必要な知識や技能が身についたと思う 4・ 「3ノ こ2 ト

（29） この授業の関連分野に興味や関心が深まった （牟 （3）　　1 （2） q〉

（30） 総合的にみて、自分にとって意味のある授業だった 4 3、 2♪ 1・

④学科・教員設定項目 　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1
あてはまる　　　ややあてはまるiあまHあてはまらないiあてはまらない

（31）

（32）

（3）

r3

⊂2）

rラ）

Φ　
L

■この授業を通して、重要であると思った概念・理論・キーワード等を以下の左欄に5つあげてください。

　　また、それぞれを自分がどの程度理解していると思うか右欄にマークしてください。

1．
　4　　　　　　　　3・　　　　　　　2　　　　　　　　1

理解　　　　　やや理解　　　やや不理解　　　　不理解

9
一
　
●

・4　　　　　　　。3　　　　　　　　2　　　　　　　　11

理解　　　　　やや理解　　　やや不理解　　　　不理解

3．

　4　・　　　　　　　　　　　　　F3　　　　　　　　　　　　　　　2』　　　　　　　　　　　　　　1　・

理解　　　　　や、理解　　　　やや不理解　　　　不理解

4．
F4　　　　　　　　　3　　　　　　　　　2　　　　　　　　　1

理解　　　　　やや理解　　　やや不理解　　　　不理解

5。
　4　　　　　　　　3　　　　　　　　2　　　　　　　　1

理解　　　　　均や理解　　　やや不理解　　　　不理解

■この授業についての意見　感想　要望を以下の欄に記述してください。

★記入ミス等がないか、もう一度ご確認ください、．ご協力ありがとうございました，，

　　　　　　　　　　　　　一55一



工学部授業アンケート（実験・実習・演習）

科目名1
1

曜日・時限
　　；
氏名1

1．氏名・学生否場等を所上の欄に記述し、 さらに学生番号 学 生　番　号 年齢 性別

記 ・年齢・性別にはマークをしてください，なお、個人名

入
は決して表出することはありまぜん〔

一

嗜上
2，技：菜担当の教員には、成1．、，、7匝完ゴ後に、

　ヤ副亭除かれてフィードハノクされますので、

個人名等の情

回答内容が （2率2

、1・i巾1」い 中 q）i1、 「1－ 牛i中q
　
　 ・ir2 12 （2㍉レ2

r2r2⊃
〔2 2・

・1・i

l
r
2
1

・2・

・1ン男

遭，女

の 個人の成績評価等に影響を及ほすこと｛） ・切ありません。 （3／i（3）i・3率3） L31B3〕 「3※3｝ 3’ 3 ・3 弓’

注 3．H一 2B（乃鉛筆・シャーブペンシルを使ってください。 、4』卜4・i4 i・4｝ （4〕i（4㍉

4i4・
．4 4〕 4 ・4

血 ⊂5亭5 ㌦
5・i・5．1〔5・ 5 【5’1、5， ・5 ・5 ・5 5・

，思 4．回答が観効にならないよらドの良い例にならって、正し

　くマ 処てくたさい
く6

㊨6二
㌔6）ヒ611 616：6・ ・6 ・6・ ⑤

6♪

7 ・7 7常7’I 717 7i 7旨7 7 7・ ・7

記
［8 8 8i81r8’ ・8’レ8i・8 礪 〔8’ 8 8）

入 良い岡　一　　　悪い例　q／　こ・⊃ ← ・g　 　g　 9・ ㌦9・iご9ノレ9＝19・ g’I g ・9 ．g　 し9

例 〔0・ o O・ 、〇二 ・0・ 0市0㍉ 。O 。O rO・ O　 0’

■今学期の本授業（講義・実験・演習等）に

　あなたはどの程度出席しましたか。

〔5）

10割

‘4〕　　　　　　　r3一　　　　　　　（2｝　　　　　　　㌧1、

9割以上　　　　9～7割　　　　ア～5割　　　　5割未満

■今学期の本授業の学習を振り返ってみて、以下のそれぞれの項目について、あなた自身はどの程度

　あてはまると思いますか。4段階で評定して該当する欄にマークしてください。

①自分自身の学習状況等について 　4　　　　　　　　3　　　　　　　　2　　　　　　　　1
あてはまる　　　ややあてはまる　1あまりあてはまらないiあてはまらない

（1）シラバスを参考にした 一（4）　　　　く3狛　　　　（2）　　　・、（b

（2）授業の予復習をするように努めた 4ノ　　　　　　　　　　　　〔3〕　　　　　　　　　　　　「2ゴ　　　　　　　　　　　　「1）

［〈3）この授業の課題をこなすために他の授業がおろそかになった （4》　　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　（1〉』

（4）課題に積極的に取り組んだ r4　｝　　　　　　　　　　　　　（3、　　　　　　　　　　　　　孔2　，　　　　　　　　　　　　し1　㎏

（5〉関連ある文献などを積1亟的に読んだ （4ン　　　　　　　　　　　（3　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　（1）

（6）疑問点など友人に聞いたり話し合ったりした r4）　　　　　　　　　　　　　覧3）　　　　　　　　　　　　　「2）　　　　　　　　　　　　　〔1　

（7〉教員やτAに疑問点などを積極的に質問するように努めた自 （毎）　　　　（3）　　　　（2ン　　　　（1γ

②授業の内容・方法等について 　4
あてはまる

　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ
iややあてはま剤あまりあてはまらない あてはまらない

（8）、授業は理解できた

（9）授業の目的が示されていた
（10〉どこが重要なポイントであるかがよくわかった

（11）学生自身に考えさせる工夫がなされていた

（12）質問・発言などがしやすかった

（13）学生が提出した課題や疑間に対し適切な応答がなされた

（14）内容に関する興味を高めるための配慮があった

（15）プリント、教科書・参考書などが学習の助けになった

（屡6）教員や’rAの授業に対する熱意を感じた

（17）成績評価の方法や基準等が明らかにされていた

（18）クラスサイズ（受講者数）やグループサイズは適切だった

（19）教室環境に問題はなかった

（20）利用する設備や機器は使いやすかった

（2⇔教員やTAによる助言が適切に行われた
（22）レポートやプレゼンテーションの指導が十分なされていた

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

シ
シ
卸
年
シ
3
シ
シ
シ
㍗
シ
シ
シ
3
シ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

砒　
中　
巾
　
　
串

　
　
　
①

　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
Φ

　
　
　
　
　
　
Φ

　
　
　
　
　
　
　
巾

　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

裏面に続きます↓
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目アンケートの目的と利用

　この授業アンケートの実施は、京都大学高等教育研究開発推進センター（以下、センター〉が支援しています。

センターは、大学教育に関わる研究に基づいて、京都大学の教育活動を支援・促進するためのさまざまな活動・取組

を行っています。

　本アンケートは、その一環として、皆さんにこの授業の学習を振り返っていただくことを通して、授業やカリキュ

ラムの改善に生かしていくためのものです。氏名、学生番号を記入していただくのは、他の授業アンケートや成績等

との関連性の分析のためです。

　アンケートの回答は、クラスごとの回収封筒に直接入れていただき、封をしてセンターに送付された後は、コン

ピュータ処理により統計的に分析するなど、個人名が表出することは決してありません。授業担当の教員には成績

評価完了後に、個人名等の情報は除かれて、自由記述回答も含めて、コンピュータ出力された結果がセンターから

フィードバックされますので、回答内容が個人の成績評価等に影響を及ぼすことも一切ありません。

また、この学習の振り返りは、皆さんご自身の学びを深める機会としても位置づけています。

以上の趣旨をふまえて、皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京都大学高等教育研究開発推進センター）

③授業全体を通して得られた成果等について
　4　　　　　　　　3　　　　　　　　2　　　　　　　　1
あ甜蘭　　や糊甜ま剤あまりあてはまらない1あて豚らない

（23〉授業に参加しているという感覚がもてた （4ン　　　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　　　2》　　　　　　　　　　　一（1）

（24）レポートやプレゼンテーションのカか身についた 4　　　　　　　　　　　　　　・3　　　　　　　　　　　　　　・2　　　　　　　　　　　　　　㌧1　

（25）自分の専門分野のイメージがつかめた ⊂4：　　　　　（3）　　　　　（2ン　　　　　，（わ・

126）自分の将来の進路がいっそう明確になった 4　　　　　　　　　　　　　 31　　　　　　　　　　　　r2二　　　　　　　　　　　　’1〕

（27）授業にわくわくするような感覚をもったことがあった ζ4）　　　　　　　　　　　（3’　　　　　　　　　　　〔2）．　　　　　　　　　　（1）　一

（28）課題に粘り強く取り組む態度が身についた 4 　　　　　3　　　　　L2’　　　　・1
（29）この授業の関連分野に興味や関心が深まった （4）　　　　　　　　　　　　c3♪　　　　　　　　　　　　〔2）　　　　　　　　　　　　（1）

／30）総合的にみて、自分にとって意味のある授業だった 4　　　　　　　　　　　　　　・3　　　　　　　　　　　　　　 2　・　　　　　　　　　　　　㌧1

④学科・教員設定項目 　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　　1
あてはまる　　　ややあてはまるiあまりあてはまらない　　あてはまらない

（31）

（32）
一一一4ヌ
　　　　　『4

（3）

3

丁
（
2 ）

12・

φ　
わ

■この授業を通して、重要であると思った概念・理論・キーワード等を以下の左欄に5つあげてください。

　また、それぞれを自分がどの程度理解していると思うか右欄にマークしてください。

1．

l
l

41

理解

　3

やP理解

　「2’

やや不理解

　1

不理解

9
一
　
辱

レ

4．

理解

　ご3

や槽理解

　、2
やや不理解

　1・

不理解

3．

「 r弓

理解

　「3

やや理解

　し2
やや不理解

　1

不理解

』1． 1 　4

理解

　3

やや理解

　　2
やめ不理解

　1

不理解

5．

レ

4，

理解

　3

やや理解

　　2
嵩や不理解

　1

不理解

■この授業についての意見・感想・要望を以下の欄に記述してください。

★記入ミス等がないか、もう一度ご確認ください。ご協力ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　一57一



1資料4

工学部「授業アンケート」実施要項

［1］授業アンケートの実施日について

　原則として、授業の最終日の最後の10分程度を、授業アンケートの時間として充てて下さい。最

後の授業では時間が取れない場合は、その前の授業でも構いません。

　なお、授業アンケートは、単なる調査ではなく、学生自身も授業や学習をふり返ることによって、

次の学習に結びつけるための学習の機会としても位置づけています．従って、工学部の学生だけで

なく、受講生全てに、アンケート調査に回答する機会を平等に提供してください。

［2］授業アンケート入り封筒の配布

　該当授業の担当事務局より、受講者分のマークシートを入れた封筒が配布されます。なお、授業

前々日までにマークシートが届いていない場合は、授業の担当事務室（専門基礎科目・全学共通科

目については共通教育教務掛、工学部専門科目については学科事務室）にお問い合わせ下さい。ま

た、お手元に授業アンケート入り封筒が届きましたら、科目名（講義or実験・実習・演習の区別、

曜日・時限など）に間違いがないかどうか、必要部数が含まれているかどうか等についてご確認下さ

い。なお、学生がマークシート記入後にその封筒に直接入れ、最後に回答する学生が、その封筒に封

をしたとで、事務局に提出いただくことになりますので、封筒はお捨てにならないようにお願いい

たします

［3］授業アンケート実施の手続き

①授業の最後の10分程度を確保して、マークシートを学生に配布して下さい。その際に、授業ア

ンケートも授業の一部であることを強調していただければ幸いですL

②　【学科・教員設定項目について】　学科ごと、あるいは、教員ごとに、独自の項目を2項目まで

設定できます。それをご利用の場合には、その項目内容を板書するか、あるいは、別にプリントして

配布するなどして、質問項目番号と項目内容の徹底を図ってください、なお、自由設定項目は、所定

の用紙に、科目コード、科目名、教員名等レ共に、項目番号レ項目内容葎記載して、マークシートレ

共に封筒に同封して提出してください。

③　【学生番号記入の意味】　学生名・学生コードの記入を徹底してください。特に、学生コードの

マークは正確に記入するよう確認を促してください。

　なお、なぜ個人情報を記入しなければならないかについて質問等が出た場合には、アンケート裏面

にそび）趣旨を簡単に記載しておりますので、それを各自読んでいただくということで問題はないかと

思います 何か麦）りましたら、授業アンケートが「授業研究」の一つの手段として捉えられており、

他の授業アンケートなどとの関連性を見たり、学科ごとの違いを見たりするなど、より詳細な分析び）

ために学生番1ナが必要ということであり、「個人名が公表されたり、成績評価に関係したりという

ことは一切ない』ということを強調して下さい。

【学生番号記入の意味】こ0）種σ）授業アンケートほ、無記名のアンケートも少なくありませんが、回

答に責任をもっていただくということも、記名方式を採用した 一つの理由となっています一また、

京都大学では、この「授業アンケート」を「授業評価」としてよりも、　「授業研究（とりわけ、担

当する教昌自身の）』という位置づけをしておりますので、他の授業アンケートのみならず、成績

との関連性も検討する予定にしております。そのような他データとのマッチングを行う際に、その

キーとしても学生番号は必要となります。そのようなマージの作業が完了した時点で、学生番号は

消去され、その他σ）マージされたデータのみにっいて分析を行うなど、個人情報のセキュリティには

細心の注嘗を払います

④ マークの記入欄は破損や汚れのないように注意して下さい。また、訂正は消しゴムでしっかりと

消すように伝えて下さい，マークシートには、鉛筆かシャーブヘンシノレ（通常のH～2B程度）で

マークする旨を記載していますが、万一、黒のボーノレベンでマークしてしまった場合は、それでも構

いません（赤のボールペンは避けてください）。ただし、ボールペンの場合は、ミス記入を×等で上

書きして訂正しても無効回答になってしまいますので、できれば、鉛筆かシャープペンシルでのマー

ク記入を進めて下さい。万一、ボールペンで記入して修正が必要となった場合は、余分のマークシー
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トがあれば、元のマークシートを破棄（混入しないように破るなどしておいて下さい）して、新しい

マークシートに間違いのないように記入させることは可能です。

⑤アンケートの内容について学生から質問があった場合には、基本的に、　「学生の判断に任せる」

と回答していただければ十分です。なお、　「キーワード」に関しては、できるだけ5つ書いてもらう

ようにして下さい。　「自由記述」もできるだけ記載するようにして下さい。

⑥回答の終了した学生から、教卓等に置いてあるマークシートを入れてあった封筒に回答済みの

マークシートを直接入れる形で提出するように伝えて下さい。なお、アンケート記入時には、学生の

アンケート記入が直接見えない位置等で待機するなどの配慮をして下さい。TAなどがいる場合には、

回収については、任せていただいても構いません。

⑦回答の最後になった学生は、その封筒に封をして、担当教員（あるいは、TA）にその封筒を渡

すように伝えて下さい。そうすることによって、個々の学生がどのように回答しているかは、本人以

外にはわからないことになります。

［4］授業アンケート入り封筒の提出

授業の担当事務室（専門基礎科目・全学共通科目については共通教育教務掛、工学部専門科目に

ついては学科事務室）に、回答済みの封をしたマークシート入り封筒を直一接提出して下さい。なお、

言うまでもないことですが、決して封を開けて中を見ることのないようにお願いします。

　また、残部のマークシートは適宜処分してくださって構いません。

　回答済みマークシートの提出期限は7月末日とします。もし、授業日程の関係（集中講義など）

で、実施日が延びるなどの事情がありましたら、各学科の担当事務室までご連絡下さい。各学課の

担当事務より、高等教育研究開発推進センターには、8月5日（金）を目処に転送していただきま
す。

［5］授業アンケート結果のフィードバック

　アンケート結果は、成績表の提出後に、個々0）科目ごとにフィードバックさせていただきます。主

な内容としましては、各評定項目の選択肢選択率、平均値、標準偏差などの基礎統計量となります。

また、自由記述やキーワードの記載に関しましては、個人名記載の上部を裁断いたしまして、回答の

みフィードバックさせていただきます。

　また、高等教育研究開発推進センターから、アンケート結果に関する報告書を出版する予定ですが、

平均値等の基礎統計量に関しましては、個々の科目名が直接同定できる形で公表されることはありま

せん。

　データは、個人情報を含んでおりますので、高等教育研究開発推進センターにおいて、責任をもっ

て管理いたします。

［6］授業アンケート結果に基づく検討会などの開催

　授業アンケート結果は、今後の授業やカリキュラム等の改善や向上に役立てていただくことを第一

の目的としています。必要に応じて、授業アンケート結果の解釈の仕方や、工学部教育のあり方等に

関する検討会やシンポジウム等の機会をもつなどのことも考えられます。そのような際には、何人か

の先生方には、ご自身の授業の取組や工夫を、授業評価アンケート結果に基づいて振り返っていただ

き、その報告をお願いする場合もあり得ます。工学部の先生方の他、高等教育研究開発推進センター

の教員、学生なども参加するなどして、幅広い視点からの意見交換を通じて、授業アンケートの更な

る利用を心がけていただければ幸いです、

なお、ご不明の点等がございましたら、高等教育研究開発推進センターの
　大塚雄作教授（otsuka＠hedu．mbox．media。kyoto・u．ac．jp、753・9368）
　松下佳代教授（kmatsu＠hedu．mbox。media．kyoto－u．ac．jp、753・3085）
までお願い致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　 ヒ

一59一



「配

噌

O
O
．
o
う

O
O
．
e
っ

O
①
．
N

ゆ
①
．
N

　
　
卜
σ
．

　
　
O
卜
，

二
．
e
っ

孚
．
σ
っ

　
　
O
O
．
N

　
　
　
o
o
の
．
q

　
　
　
　
　
三
．

　
　
　

　
　
。
曲
譜
q

　
　
　
↑
。
・
N

　
　
　
寸
ゆ
．
N

　
　
　
　
　
O
F
．

　
　
　
O
の
．
N

　
　
　
　
卜
q
．

　
　
　
①
ゆ
．
N

　
　
　
　
　
の
r
．

　
　
　
　
　
　
O
①
，
F

　
　
　

お
．
d

　
　
　
露
．
q

　
　
あ
凶

　
　
寸
oo
．
国

O
e
っ
e
っ

㊦

寸

鐸
．
N

eり　
4

の
φ
．
F

　
創

埋
曇
降
e
皿
野
即

38§範§ε鎗§爺鑓鰻貧鋒§自脈蕪禽爲蕪能§

O
O
O
．
r

O
e
っ
ト
．
O

oD
O
O
．
O

O
寸
ゆ
、
O

d
寸
O
，
O

①
ト
の
．
O

O
e
っ
寸
．
O

の
o
D
O
．
O

oo
の
e
っ
d

の
め
寸
．
O

O
㊤
の
．
O

灯
の
d
．
O

eっ

寸
創
．
O

O
卑
，
0

5
寸
．
O

oD
①
e
っ
．
O

O
O
寸
．
O

N
撃
．
0

5
q
．
O

Qo
O
寸
．
O

ゆ
の
寸
，
O

N
o
っ
の
．
O

O
o
o
寸
．
O

O
O
N
．
O

寸
の
O
．
O

戸
O
N
．
O

oO
寸
e
う
．
O

O
の
寸
．
O

の
長
．
O

O
O
F
．
O

麟
騰
趣
罪

e
刃
（
O
O
）

N
O
O
．
O

∈
O
．
O

d
寸
r
O

無
轡
謎
㌍

e
刃
（
O
。
。
）

4
。
O
．
0
　
　
3
0
，
0
　
　
訴
O
．
O
O
F
。
。
O
．
0

8
0
．
0
　
　
8
0
．
O
　
　
♂
O
．
O
O
一
ゆ
つ
O
．
O

♂
卜
．
寸

ρ
ひ
戸
．
寸

♂
O
．
㊤

訳
①
，
d
f

ぷ
頃
の

ぷ
①
．
q

訴
o
o
．
二

頑
等
．
倒

。
8
．
戸
N

訴
卜
．
O
F

8
Q
Q
．
Q
o

。
翫
．
強

。
お
，
O
一

訴
の
，
O
N

詐
O
，
鐸

悼
お
．
N
d

訳
寸
．
倒

器
o
o
、
8

訳
o
o
．
O
O

ゆ
齢
．
N
胃

ぷ
r
，
ト

ま
ト
．
卜

。
ひ
σ
っ
．
め

3
0
．
O
の

鴨
a
．
o
o
N

ゆ
乞
．
創
O

訳
O
．
の

3
q
．
卜
胃

評
O
，
eっ
の

訴
寸
．
①
寸

（
ぷ
）
F

評
①
．
σ
o
ド

Q
お
．
O
N

3
卜
．
の
の

一
あ
め
d

－
お
，
O
一

。
あ
．
孚

承
O
．
O
N

ぷ
寸
．
q
の

9
民
．
O
寸

。
る
．
O
q

訳
Q
o
．
F
e
う

ゆ
お
．
卜
d

心
。
F
．
卜
創

。
ひ
ト
．
寸
寸

ρ
る
．
O
o
っ

ー
お
．
ゆ
e
う

。
＆
．
o
D
N

ゆ
巽
．
∈

ヂ
ト
．
O
寸

。
寄
．
O
寸

訳
O
．
O
寸

訳
の
．
創
創

雷
O
．
N
N

8
0
，
0
e
う

3
寸
．
O
e
う

訳
O
，
あ

。
お
．
O

。
σ
寸
．
5

♂
卜
．
N
e
っ

訳
①
．
駐

（
＊
）
N

ぷ
の
．
5

訴
q
っ
，
ぢ

訳
頃
の
寸

旧お
．
O
噂

98
．
の
寸

ゆ
8
，
の
寸

訴
①
、
d
寸

辞
O
，
O
寸

叩専
．
o
σ
創

轡お
，
o
O
サ

ゆ乙
，
O
寸

ゆ
a
，
o
o
oo

。
寄
、
“
寸

3
創
．
a

8
の
．
oり
寸

’
①
．
寸
O

ぷ
O
，
守

詐
O
．
d
d

8
0
0
．
＝

ぷ
ト
．
翻

4
お
．
ぐ
っ
寸

ぎ
O
．
O
O

3
P
，
寸
頃

評
O
．
ゆ
U

ρ
乳
．
寸
N

8
0
0
．
O
N

誤
マ
，
O
e
っ

3
0
．
q
マ

♂
暫
．
e
o
r

ρ
σ
卜
．
寸
d

（
承
）
の

二
廼
心
髄
蝕
ド
β
　
ー

ゆ
ゐ
．
マ
d

醜
ゆ
．
o
っ
N

訳
①
．
ε

ぷ
創
．
漏

ぷ
ト
．
寸
0

4
民
．
o
っ
O

ぷ
Q
o
．
o
o
一

訳
卜
、
泣

ぎ
O
．
ぐ
っ

辞
o
o
．
二

ぷ
寸
．
9

♂
o
o
．
o
p
r

心
乳
，
寸
F

ρ
る
．
卜

訴
O
．
d
｝

馨
．
卜

訴
o
o
．
二

訳
の
．
O

評
卜
．
寸

訳
の
．
o
o

訳
寸
．
①

承
①
．
o
o
一

ぷ
O
．
ト
ド

　
　
　
（
。
署
．
o
o

p
る
．
O
　
　
。
σ
O
．
O

（
堺
）
W
　
（
＊
）
N

震
催
醸
ゆ
　
『
師
頃
～
卜

噂
齢
．
の

迫。
咽
．
Q
o

ゆ
‡
．
O
戸

訴
N
．
o
o
寸

頑
σ
め
．
①

調
＆
．
胃

－
ろ
．
O
戸

（
ぷ
）
マ

ゆ
桶
価
P
霜

の
ト
．
O

oQ
卜
．
O

O
o
D
．
O

ゆ
①
．
O

O
Q
o
．
O

o⊃

卜
．
0

5
．
O

O
o
O
．
O

卜oo州の頃ooooooりoooo①卜oo卜ooooのoりoooooooooooo卜ooooooooooooooo
O
G
o
．
O

創
①
．
O

①
O
．
O

oっ

oo．

O
O
o
o
．
O

O
卜
．
O

卜
O
．
戸

要鎗如
～）　 冒ooう　㈱
刈＿評e
蚕88峠
高》一転
①

蓼承霧
一）σつ
　頃

針鋼8震関
駆選dO6

ooooeつcつ

O
の
．
d

の
①
，
N

卜
O
．
偶

O
卜
．
創

F
F
、
c
っ

孚
．
ぐ
っ

O
O
．
偶

oo
頃
．
d

寸▼一のトoのσ》卜oo寸rO個寸090QのOOr一しΩ創ビ》戸のo卜o胃
qd創偶一d創創e“dqdN“創

eっ

ト
．
P

q
「
N

雪
．
N

O
e
っ
．
o
っ

寸
寸
．
創

eう

㊤
．
r

の
①
，
F

の
O
［

O
卜
F

oo

O
F

O
卜
戸

O
卜
P

O
＝

O
卜
U

O
卜
Fo①ooooooo①ooooo①o卜o卜ooo卜㊤卜卜卜卜卜o㊤

O
仁

O
卜
戸

oっ

㊤
ド

O
卜
F

O
雲

Qo
O
『

O
卜
F

O
O
．
o
O
F
　
O
O
F

oQ
O
．
ド
　
O
O
戸

O
o
o
．
寸
　
卜
O
↑

埋
公
降
掻
即
回

　
　
　
　
齪
樗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
醤
製
編
嘔
癒
・

　
　
　
　
翼
o
禦
罧
鄭
ゆ
需
e
巻
繭
】
o
刃
旦
魚
皿
，
冒
《
皿
呂
如
、
鐸

　
　
　
　
　
　
穀
o
桶
懸
築
塗
認
阜
巻
酵
旦
齢
魚
鎖
駆
e
罧
駆
e
り

ゆ
、
励
、
刃
翼
二
∩
、
U
血
灸
』
靱
枢
伸
♀
縄
景
麺
臨
、
碧
以
倉
収
e
恥
軒
e
鰹
¢

　
　
　
　
喫
o
櫓
築
刈
U
翼
o
ψ
揃
掴
響
麺
心
拓
ゆ
赫
〉
£
〉
£
U
辣
鰍
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
喫
o
曲
、
刈
0
倒
量
駆
U
設
姻
e
撮
弊
e
魚
皿

　
　
　
　
　
翼
o
製
惚
置
繕
剛
酬
『
》
6
刃
旦
寳
駆
二
穀
」
督
僻
築
魚
皿

　
　
剥
い
製
報
堅
ゆ
灸
♀
〉
｛
灸
む
℃
幽
［
坦
e
P
畳
e
〈
串
d
ぜ
⊃
択

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
》
｝
築
似
適
串
二
幻
ゆ
二
P
⊃
畏
総
2
隷
駆

（
8
）

　
（
P
ぐ
っ
）

誌
卦
⑨

（
O
O
）

（
爲
）

（
。
o
q
）

（
卜
N
）

（
8
）

（
鴇
）

（
蕊
）

（
額
）

P
二
〇
以
馳
曝
慣
喫
＃
ゆ
嘩
》
」
蝦
伽
葦
畑
報
駆
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
o
灸
赫
阜
⊃
割
網
ム
ー
＼
並
練
鰹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
二
》
冥
絢
騨
鋼
け
一
霊
喋
廷
桶
一
即
置
隷
座

　
　
　
　
馨
ノ
鳶
♀
竪
承
区
魯
似
e
離
灘
蟹
撰
草
鯉
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
い
兵
廼
埜
腰
匪
U
翼
蟹
側
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
禦
o
禦
昼
蝦
埜
（
無
掴
糖
鰍
）
ダ
×
ヤ
わ
K
い
心

　
　
　
　
翼
二
）
冥
絢
U
灸
心
罫
築
群
紺
欄
♀
噸
価
快
e
團
｝
肱
楓
帽
慣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
D
樋
如
頗
簾
ゆ
赫
釈
”
｝
報
甑
｛
e
嘔
懸

　
　
製
o
麺
り
一
力
爵
e
馳
卦
炉
載
勾
尋
⊥
λ
⊃
、
．
細
脚
総
・
趣
誕
藩

　
　
　
　
翼
o
槍
喚
蝉
旧
図
e
竃
翼
ゆ
£
煙
如
巻
園
ゆ
廿
駆
U
即
K

翼
冥
拘
廼
築
即
憤
廼
昼
禦
⊇
鞍
皿
誕
瞭
傘
躍
騰
穀
⊇
頭
暇
｛
灸
釧
紳

　
　
　
　
　
穀
冥
〉
》
」
螺
伽
勾
麺
如
潔
・
露
鼠
e
超
紳
U
仔
罧
獣
翰

　
　
　
　
　
　
U
〉
」
》
冥
杓
縫
築
艦
H
ゆ
劃
杓
耐
柵
U
血
皿
到
卦

　
　
　
　
　
翼
∩
灸
£
〉
枯
喰
灸
ゆ
槍
P
ム
ハ
ヤ
婆
縫
臨
矧
灸
U
勾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
二
》
冥
杓
脂
築
霊
皿
e
隷
駆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
抽
P
膜
酬
幽
埜
綜
剛
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
二
〇
U
帥
坦
枳
・

　
　
翼
£
獣
U
不
結
ゆ
赫
誕
無
旦
霊
圓
仲
樫
脚
勾
麺
、
饗
距
縢
U
皿
藩

　
　
　
　
　
　
翼
」
⊃
翼
O
如
D
湘
爬
⊃
翼
二
誕
U
ノ
ヘ
桜
勾
繕
饗
匝
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禦
史
漏
U
盟
剛
伸
樫
網
勾
仲
種
採
ゆ
帽
剛
“
趣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
禦
ぐ
留
⊃
爵
超
ぐ
ρ
鞠
U
一
翻
騰
翼
冥
憩
咽
坤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
ニ
レ
」
仔
駅
U
蕪
鰹
些
仔
報
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
竃
獣
け
不
｛
ゆ
価
姻
細
継
串
e
採
堅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰻
j
U
脚
総
脚
K
笑
い
ハ

ooooドNOり寸のo「’oooo▼｝N　　一▼一Y一、一マーwγ一pp▼一C刈｛NN

即
♂
e
報
鄭
㊥

（
卜
）

（
O
）

（
の
）

（
寸
）

（
o
っ
）

（
創
）

（
［
）

レ
ニ
O
且
堺
曝
弊
即
卦
e
侭
皿
魚
皿
e

　
　
　
　
　
　
O
卜
「
無
即
回
欝
鮨

×
×
×
×
”
呵
麟
罰
剥
纒
握

蜜
淀
郵
世
め
O
O
創

（
X
×
X
×
X
×
）

掛颪輻

爆

≡H製揖

　
耀
糀
＼
誕
卦
×
×
×
×
x

×
×
×
×
×
×
H
煕
皿
葱

一60一



L章塾
　　8・。獣　e繋
8　）牽ゆ最罰二
　　くぐロ商小脚
一　一K－P　H　．る

　　・）e　　並e
　　墾両撒
P睾謎趣
　　曾＿1旨＿＿縣

6蒔辮一囎。6　　σ》一幅　　・嶺

。＃。褒・e緬
a嚢購臨
＿　蜘脚降　e無墜
。繁oe艇潭迦

臼鎚，又謎駆輯胴
）　皿』コ罐｝ム楼謳志降

8　誌『麟曜e羅e‡杢

鞭礫黙

”“

　
驚

（
。
F
）
0
2
．
。
　
の
．
。
　
N
．
。
う
　
喩
，
。
　
。
．
。
。
。
　
　
　
　
（
9
）
　
戸
．
。
。
　
　
。
．
5
　
　
（
承
帥
。
・
ぷ
？
8
。
コ
・
ぷ
（
）
駆
驕
。
地
翼
降
艇
嘘
姻
糖
咽
爺
卦
H
●

賓

貯δδεδδδ∂δδδδδδ88∂δδδ688δδ86δδδ6δ
（
細
爆

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
F
　
）
O
O
．
o
う

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
F
　
）
O
O
．
o
っ

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
F
　
）
O
O
6

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
向
　
）
O
O
、
o
っ

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
F
　
）
O
O
、
o
う

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
F
　
）
O
O
．
o
う

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
F
　
）
O
O
．
Q
う

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
［
　
）
O
O
．
ぐ
う

）
　
　
　
（
O
　
V
　
　
　
（
N
　
）
O
O
．
e
う

）
　
　
　
（
O
　
〉
　
　
　
（
q
　
）
O
頃
．
N

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
N
　
）
8
．
㊦

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
創
　
）
O
の
．
o
っ

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
N
　
）
O
の
，
ぐ
っ

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
創
　
）
O
の
．
Q
う

）
　
　
　
（
O
　
〉
　
　
　
（
則
　
）
O
O
，
N

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
N
　
）
O
O
．
e
う

）
　
　
　
（
O
　
〉
　
　
　
（
N
　
）
O
の
．
N

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
N
　
）
O
O
，
ぐ
っ

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
N
　
）
O
の
．
N

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
q
　
）
O
O
，
翰

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
N
　
）
O
頃
．
N

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
N
　
）
O
の
．
N

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
d
　
）
O
ゆ
．
e
う

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
N
　
）
O
O
．
F

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
N
　
）
O
O
．
o
う

V
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
創
　
）
O
O
．
F

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
N
　
）
O
O
．
φ
う

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
d
　
）
O
O
．
創

）
　
　
　
〔
O
　
）
　
　
　
〔
N
　
）
O
O
．
P

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
創
　
）
O
の
．
戸

）
　
　
　
（
O
　
）
　
　
　
（
N
　
）
O
の
．
q

」
・
O
　
　
翼
降
・
Q
　
　
翼
降
・
m

一
駆
ヤ
姻
掴
驕
　
　
　
　
　
照
艘
↑

（
白
）
ト
ヘ
，
o
っ

（
雲
）
o
っ
o
っ
．
N

（
雪
）
e
り
の
．
創

（
頃
F
）
O
寸
，
N

（
雲
）
O
O
．
［

〔
雪
）
卜
Q
o
．
F

（
里
）
e
っ
①
．
創

（
の
F
）
o
っ
「
の

（
＝
）
寸
O
．
N

（
＝
V
鳴
o
っ
．
e
っ

（
卜
F
）
∈
．
e
う

（
仁
）
F
卜
．
o
う

（
仁
）
頃
e
う
．
o
っ

（
卜
F
）
F
卜
．
N

（
奪
）
q
o
o
，
N

（
卜
F
）
。
o
。
。
N

（
＝
）
O
卜
．
N

（
卜
｝
）
o
o
o
o
．
N

（
卜
P
）
寸
『
の

（
卜
［
）
q
o
o
，
q

（
≧
）
O
O
．
e
っ

（
＝
）
〇
四
．
Q
っ

（
卜
r
）
尺
．
⇔

（
卜
F
）
O
O
，
o
っ

（
卜
F
）
O
卜
．
N

（
＝
）
①
の
．
F

（
卜
F
）
寸
d
．
o
う

（
卜
F
）
灯
N
．
P

（
≧
）
N
q
o
．
一

（
貸
V
d
o
o
．
F

（
O
F
）
ゆ
創
．
寸

翼
降
・
く

誌
番
湘
旧
駆
皿
誕

（
強
）
O
窪
．
O

（
O
戸
）
の
ト
O
．
O

（
O
F
）
卜
O
O
．
O

（
㊤
ド
）
0
卜
O
．
O
ー

（
2
）
F
萬
O
l

（
O
P
V
α
o
o
う
F
．
O
l

（
O
F
）
d
o
う
F
．
O
ー

（
O
P
）
O
N
O
．
O
ー

（
9
）
卜
望
．
O
ー

（
9
）
e
っ
o
う
o
り
．
O

（
2
）
寸
の
O
．
O
I

（
O
F
）
の
N
O
．
O
I

（
2
）
N
O
d
．
O
ー

（
窪
）
卜
o
o
ぐ
う
．
O
I

（
2
）
罫
○
う
．
O

（
2
）
卜
O
F
．
O
I

（
9
）
q
o
o
う
F
．
O

（
2
）
Q
o
O
O
．
O
l

（
9
）
①
寸
N
．
O

（
貧
）
卜
δ
．
O
ー

（
摯
）
e
う
寸
F
．
O

（
9
）
O
O
d
，
O

（
窪
）
o
o
O
一
．
O

（
窪
）
O
卜
寸
．
O

（
9
）
e
っ
ト
O
，
O
I

（
O
F
）
＝
e
っ
．
O

（
O
F
）
呂
O
．
O

（
O
［
）
O
噂
寸
．
O
i

（
里
）
N
窪
．
O

（
摯
）
O
二
．
O
I

（
o
o
［
）
n
の
O
．
O

駆
駆
・
噸
陀

（
O
，
）
O
O
O
．
［

（
O
F
）
の
N
O
．
O

（
O
F
）
o
っ
o
っ
ゆ
．
O

（
2
）
寸
O
ゆ
．
O

（
O
F
）
卜
O
o
っ
．
O

（
O
一
V
①
寸
寸
、
O

（
O
ド
）
o
D
O
O
、
O

（
O
戸
）
O
O
O
．
O

（
O
F
）
o
o
O
O
，
O

（
筆
）
躊
卜
．
O

（
O
F
）
創
Q
o
頃
．
O

（
O
F
）
瞬
ゆ
ト
，
O

（
2
）
辱
り
O

（
2
）
N
創
O
．
O

（
箪
〉
m
o
D
卜
．
O

（
響
）
8
寸
．
O

（
2
）
卜
ト
の
．
O

（
O
r
）
卜
e
っ
o
っ
．
O

（
O
戸
）
c
o
等
，
O

（
£
）
創
9
．
O

（
O
F
）
O
創
O
．
O

（
O
［
）
0
吊
．
O

（
O
戸
）
咽
二
．
O
ー

（
O
F
）
亀
マ
．
O

（
O
F
）
留
o
o
．
O

（
O
［
）
卜
e
う
の
．
O

（
里
）
田
N
．
O

（
O
F
）
O
O
O
．
O

（
2
）
の
①
咽
、
O

（
O
戸
）
O
＝
．
O

（
箪
）
o
っ
騰
．
O

謳
罪
・
（
O
。
っ
）

8　00一トぐり司ぐのF　oeうeり頃○うoりゆLoLDLΩのeうぐうoうeりσうぐりLoeうQooooeり
　Oddδめαld－dめめ6めφd66dめめめめめφφドOo60づめφF　　しΩマト　Or創　　　¶一　　祠ド▼一F　　　　　　のLPF一へ
承　Fの一Fゆ00▼一しΩOしΩODぴ》のOFQDO“りOOぐう0りF　OりODOOOの00りしΩ

“＃麟詔％9d皇ゆ％謹詣dOめめ評鱒臨爲訟
ぷdの㈱F噌oo璽「墜噌噌璽噌競附『叩四9叩q　Nddφdd卜φ7一へN婿卜FNトーOトしΩF卜卜OOONのトの一〇りN胃門　寸，一寸oりoう寸のト寸oり頃寸oりoう貯rOう曽寸のの　pdOり創oり

O
．
8

0D．

oo
［

oo．

oo

F

oo．

oD

F

eっ．

O
の
．
鐸

O
，
爲

。っ．

F
o
う

oっ、

鵠
ド
．
N
寸

O
．
卜
切

O
．
o
o
卜

寸
．
卜
寸

ぐっ．

O
N

oっ．

鵠
の
．
鵠

oσ

め
F

O
．
5

00．

O
。
っ

頃
．
9

eっ．

鵠
F
．
專

廿
．
q
o
O

り
．
8

F
．
ヨ

の
め

F
．
等

O
．
O

醗
の

の
．
9

卜
．
O
F
　
O
．
O
の

ま
寸
　
8
の

ooooooooooooooo①①①o①oooooooooooo
）
　
8
、
O

）
　
8
、
F

）
　
O
O
．
［

）
　
O
O
．
「

）
　
d
。
．
O

V
　
卜
。
、
O

）
　
の
。
o
．
O

）
　
。
。
卜
．
O

）
　
。
っ
。
σ
．
O

）
　
。
。
卜
．
O

）
　
囚
。
。
．
O

）
　
。
っ
ト
．
O

）
　
ミ
．
O

）
　
霧
．
O

V
　
8
．
O

）
　
5
．
O

）
　
ゆ
。
。
．
O

）
　
5
．
O

）
　
あ
．
O

）
　
ミ
．
O

）
　
O
卜
．
O

）
　
。
っ
。
。
．
O

）
　
写
．
O

）
　
2
，
F

）
　
。
。
。
．
O

）
　
。
o
。
。
．
O

）
　
の
。
。
．
O

）
　
ト
ゆ
．
O

）
　
的
。
o
．
O

）
　
O
O
．
戸

）
　
。
o
O
．
F

o　oo創FQりOO　OOFOマoo寸oマo卜00NOのぐう寸寸σ》寸oooゆo卜卜eうdゆトトoNOOQ戸oo卜OQ卜卜eうo寸NO　FO①o寸ゆくつへ
ぜP－60りFddoりoりoりqoうN制N創NOうぐりoう的NOりN－FNdNOう

（
無
齪
樗
）
綱
贋
紺
鰺
埋
翼
蒔

　
　
喫
o
穀
蝋
螂
ゆ
槍
e
巻
髄
P
o
刃
昆
魚
皿
，
P
《
廻
盆
如
鎚
（
O
o
う
）

　
　
　
　
　
ぺ
o
桶
朕
晒
熟
ρ
趣
皐
巻
認
U
一
鍮
余
獺
謳
e
報
堅
e
U
（
R
）

　
　
　
　
　
　
程
二
〇
U
瓜
喚
蟹
盟
ね
睾
⊃
醗
V
趣
⊃
翼
U
竪
麗
（
o
o
N
）

　
穀
o
槍
築
刃
り
翼
o
ρ
如
蟹
罎
繕
心
紹
ゆ
h
〉
£
〉
£
旦
罧
鄭
（
鵠
）

　
　
　
　
　
　
u
な
栂
顧
冨
か
申
9
プ
羅
劃
e
巌
尊
e
↑
皿
（
量

　
　
　
　
　
　
　
　
製
£
灸
（
い
簑
ム
ー
ス
ヤ
e
鍮
余
£
緋
e
愈
皿
（
鵠
）

　
　
　
穀
二
（
い
U
底
築
尺
e
A
m
ハ
ー
阜
ハ
、
禦
ム
ト
皐
⊥
1
餐
ム
（
蕊
）

　
　
　
　
　
　
　
翼
ド
ρ
築
獄
樋
心
二
刃
ゆ
二
》
」
暴
撒
り
一
報
堅
（
O
つ
偶
）

　
剥
＃
杓
麺
余
十
築
癖
聖
e
ハ
ロ
ハ
ー
ト
ハ
宰
ム
h
♀
よ
1
饗
ム
（
肉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
冥
怠
に
U
5
蝦
灸
粗
密
ゆ
舶
U
≦
♀
曜
薄
（
轟
）

　
　
　
　
　
　
　
　
翼
o
灸
卜
阜
二
運
埜
灘
翠
皐
揮
蔽
組
ゆ
廿
旺
『
一
肝
（
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
揖
o
兵
廼
竺
翻
匝
U
嬰
蟹
側
鮮
（
窪
）

　
製
昼
璽
鍾
K
ヤ
わ
、
ー
ミ
鮎
阜
（
氣
麺
篇
甑
）
’
×
ヤ
わ
K
い
心
（
o
っ
F
）

　
　
　
　
穎
二
P
冥
杓
U
灸
の
冨
築
節
糾
淵
皐
櫃
帖
頓
e
軍
驕
駆
慣
（
卜
F
）

　
　
　
　
　
　
　
　
廻
O
罎
榊
噸
轟
ゆ
赫
夜
U
報
鰹
e
≦
♀
嘔
藩
（
2
）

　
製
o
廼
2
t
語
e
恥
魯
築
勾
廼
卸
撫
掩
・
釦
『
誕
藩
．
⊥
八
⊃
h
（
緯
）

　
　
　
　
翼
o
霜
染
鯉
固
e
£
製
ゆ
£
矩
姻
善
認
ゆ
価
匪
巳
即
琶
（
三
）

翼
冥
掬
廼
築
釦
榎
挿
昼
頻
」
鞍
U
距
暇
♀
凝
麗
穀
⊃
丑
鯉
喚
畑
卦
（
撃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
o
兵
恒
阜
」
築
勾
麺
帆
潔
・
誕
無
（
鐸
）

　
　
　
　
　
　
喫
二
》
＃
杓
繕
築
氷
H
ゆ
わ
鞠
曜
榊
U
颪
皿
釧
卦
（
…

　
　
　
　
穀
o
灸
£
〉
結
築
灸
ゆ
帽
即
⊥
A
ヤ
警
麺
剛
剖
灸
り
勾
（
O
［
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
ニ
レ
婁
籾
脂
築
梶
皿
e
報
駆
（
①
O
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
舶
P
睡
國
並
鵜
騨
〔
o
っ
O
）

翼
竃
獣
U
か
超
ゆ
恒
距
麟
”
一
霊
駆
纒
姻
勾
廼
艇
厘
灘
U
一
＜
一
阜
咽
藩
（
卜
O
）

　
　
　
　
　
翼
」
⊃
禦
6
如
」
鵬
⊃
製
二
踵
9
＜
怒
勾
⇔
艇
匝
戯
（
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
製
ぐ
絹
攣
名
躍
鰺
伽
勾
仲
縫
採
ゆ
帽
酬
駆
（
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
製
ぐ
駆
⊃
島
旦
ε
圃
怜
鰺
以
躍
騰
（
マ
O
）

”
γ
吊
即
終
燕
駆
§
｝
U
奪
u
幕
廼
U
梱
認
駆
e
報
懸
e
リ
（
。
q
。
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喫
£
嶽
”
一
い
蛎
噸
価
如
即
羅
齢
e
報
鰹
（
制
O
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禦
D
旦
龍
輸
脚
K
く
い
“
（
5
V

（
颪
の
～
”
一
．
～
　
留
＆
，
～
【
一
鯉
あ
．
～
颪
守
寸
．
扁
…
あ
）
冊
髄
丑
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
　
　
　
　
　
　
野

E
榊
一
魚
凶
皿
誌
）

　
　
　
　
（
盤
）
×
×
　
×
×
　
　
　
　
（
謡
華
×
×
×
×
×
　
（
ユ
＾
器
）
×
×
×
×
×
×
×
（
×
×
×
）

畷
鯉
志
蝋
密
謬
畑
ゆ
ト
謳
”
駆
怪
る
肖
⊥
1
お
λ
卜
罧
鰹
籠
癖
H
・
羅
症
遡
廿
8
。
N
衣

一61一



［

　
6
［画

平成17年　月　日

各 ム
立

京都大学高等教育研究開発推進センター

　　　　センター長　　　丸山　正樹

京都大学工学研究科

　　　　研究科長　　　　荒木　光彦

r授業アンケート」ご協カヘのお礼と事後アンケートのお願い

　昨年度実施いたしました、工学部地球工学科、建築学科、電気電子工学科、及び、関連

専門基礎科目の「授業アンケート」にご協力いただきまして誠にありがとうございました。

　早速、高等教育研究開発推進センターの方で、その概要を『京都大学高等教育叢書2

1・2004年度工学部授業アンケート（速報版）』としてとりまとめましたので送付させてい

ただきます。

　なお、授業アンケートの結果には、科目を単位とした統計量の分布なども記載されてい

ますが、個々の科目のアンケート結果は、誤差要因も含めて、さまざまな要因が複雑に絡

み合って得られたものですので、科目間の比較をする二とはあまり意味がありません。

個々0）授業の特徴は、結果のブロフィール等に基づいて全体的に捉え、授業やカリキュラ

ムの改善に生かすことが、本アンケートの主要な目的となっております。

　そび）趣旨を生かすために、また、授業アンケートのさらなる改善のために、先日送付さ

せていただきました「授業アンケートの結果」、及び、「速報版の報告書」などをご覧いた

だいた範囲で、別紙の「担当教員アンケート」にご回答いただきまして、高等教育研究開

発推進センターに返信していただきますようお願いいたします、

　とりわけ、キーワード等の内容は非常に専門性が高く、学生がどの程度適切なキーワー

ド等をあげているのか、ご担当の先生以外には判断ができません。先生からのご回答がな

ければ、せっかく学生に回答してもらいながら、それを分析したり教育改善に生かすこと

が困難になります，このことをおくみとりいただければ幸いに存じます、

　なお、今回の担当教員アンケートの結果、成績との関連の分析結果などにつきましては、

別途、報告書としてまとめる予定です。

　新学期も始まり、ご多忙のところ誠に恐縮ではございますが、よりよい教育システムの

構築をめざして、何卒よろしくご協力賜りますようお願い申し上げます，

　なお、授業アンケートの結果、速報版の報告書等、別紙アンケート等にご質問・ご

意見等がございましたら、高等教育研究開発推進センター大塚雄作教授
（otsuka＠hedumbox．media．kyoto・u．ac．jp、753－9368）、あるいは、松下佳代教授

（kmatsu＠hedu．mbox．media．kyoto・u．ac．jp、753・3085）までお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上
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「授業アンケート』結果に関する担当教員アンケート

■XXXXXXX　（科目コード）　　X　X　X　X　X　（科目名） XX　XX　先生

［1］授業アンケートで、学生にキーワード等を5つ取り上げてもらっていますが、以下に、2

人以上から取り上げられたキーワード等を示しました（受講者数の少ない科目は全てを示してい

る場合があります）。それらは、先生ご自身、担当された科目の授業においてどの程度重要であ

るとお考えでしたか。5段階で評定してください。

　重要な概念・キーワード・等

（1）フーリエ変換

（2）フーリエ級数

（3）デルタ関数

（4）フーリエ解析

（5）常微分方程式

（6）複素関数

（7）複素関数論

（8）コーシー、リーマンの関係式

（9）フーリエ関数

（10）δ関数

　　　　　非
　　　　　常
　　　　　に
　　　　　重
回答数　　要
　9　・・　　5

　5　　　　5

　3　－　　5

　3　　　　5

　3　－　　5

　3　　　　5

　3　－　　5

　2　　　　5

　2　・　　5

　2　　　　5

か
な
り
重
要
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

や
や
重
要
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

あ
ま
り

重
要
で
な
い
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

重
要
で
な
い
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

★以上の他に、ご自身が重要と思われるキーワード等で、学生の多くが取り上げていないものが

ありましたら、以下に記載してください。（なお、取り上げ頻度の低いキーワード等については、

授業アンケート結果r速報版」などをご参照下さい）
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巨酬71

［2］授業アンケートの結果および「速報版」などをご覧になって、先生ご自身は以下の意見の

それぞれにどの程度あてはまるとお考えですか。あてはまりの程度を4段階で評定してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

①自分の授業の授業アンケートの結果から新たな発見があった…………4

②授業アンケートの結果から授業などの改善のヒントが得られた……4

③学生の挙げたキーワードは全体的に自身の想定とかなり合致していた4

④学生のキーワードの理解度評定は想定したレベルにほぼ達していた一4

⑤学生の挙げたキーワード等のリストは興昧深かった………………・9…・4

⑥学生の挙げたキーワード等のリストや理解度平均は役に立った……4

⑦学生の自由記述からこれからの授業に有用な情報が得られた…………4

⑧このような授業アンケートをこれからも続けていきたい…………4

あや

てや
は

ま

る

3
3
3
3
3
3
3
3

はあ

まま
らり

なあ

いて

2
2
2
2
2
2
2
2

あ
て
は
ま
ら

　
　
　
な
い
1
1
1
1
1
1
1
1

［3］授業アンケートには、30項目の評定が含まれていますが、授業の改善等に有用であると思

われる項目がありましたら、以下に挙げてください。

　また、先生の授業の特徴を表わすために、何か他の項目が必要と思われる場合には、その具体

的内容を以下に挙げてください。

★役に立つと思った項目

★他に必要と思われる項目

［4］授業アンケートの結果や、r速報版」の報告書をご覧になって、①ご自身の授業で何か改

善すべきこと、②今までに気付かなかったことで発見したこと、③カリキュラムのレベルで改善

すべきこと、④本授業アンケートヘのご感想・ご要望、⑤授業アンケートに関してさらに分析し

てほしい事項など、ご自由に以下にお書き下さい。

★ご協力ありがとうございました。5月10日までに高等教育研究開発推進センターまで、同封の

返信用封筒にてご返送下さい。
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